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1 はじめに 

近年、保育現場での業務過多が問題視されており、子ど

も家庭庁が ICT（情報通信技術）化の推進や DX（デジタ

ル・トランスフォーメーション）の実現に向けた事業に力

を入れ始めるなどして対策を講じている[1]。保育現場の業

務の中でも特に指導計画の立案と作成の業務に着目した。

指導計画は厚生労働大臣告示である保育所保育指針によっ

てその作成が規定されており、ある時期における保育のね

らいや予想される子どもの活動、保育士が配慮すべき事項

等が考慮される。加えて、対象が生後 3 歳未満の児童であ

れば月ごとに個別の計画を作成することが基本とされてい

る[2,3]。東京都の調査によると、これらの保育の計画に関

わる業務は現場の職員にとって負担が大きく、負荷が軽減

できると保育の量、質の向上が図れるとした上で、ICT の

活用による効率化の期待が高いものとなっている[4]。 

他方で、近年は OpenAI 社の ChatGPT をはじめとした

LLM（Large Language Models/大規模言語モデル）を用いた

サービスが社会的に大きな影響を与えている。これらのい

わゆる生成 AI（Generative Artificial Intelligence）はビジネ

スや教育現場など、あらゆる分野での活用が期待されてい

る。また LLM に関する研究も盛んに行われており、回答

精度を向上させる RAG（Retrieval-Augmented Generation/検

索拡張生成）をはじめとした新たな応用的な技術も生み出

されている。 

これらの現状を踏まえ、本研究は LLMや RAGといった

技術を用いて、保育現場の指導計画の立案と作成の業務を

支援するツールを作成し、保育士の作業効率の向上及び業

務負担の軽減に寄与することを目的とする。 

2 関連研究・事例 

保育現場におけるAIの導入に関する研究において、本村

ら（2019）は保育現場の課題を示したうえで、施設への AI

導入例として、1.保育現場に適したアノテーションソフト、

2.保育記録システム、3.危険予測システムの開発を提案し

た[5]。保育現場における指導計画の ICT 化に関する実証研

究は多くないが、実際に企業が提供しているサービスやシ

ステムは保育現場に普及している。株式会社コドモンが提

供する ICTサービスでは、5000を超える文例や過去の指導

計画案、保育雑誌などを引用することが可能である[6]。ま

た株式会社ルクミ―が提供する ICT サービスでは、上記の

ような機能に加え、2023年より ChatGPTを用いた文章生成

の機能を追加した。この機能によって保育士は箇条書きの

項目から保護者向けの文章を自動で生成することができる

ようになった[7]。 

また生成AIの日本における文書作成業務への利用に関す

る研究として、原田（2024）は外交実務における外交文書

の英文及び和文テキストの要約を行い、効率性の改善を検

証した[8]。また中嶌ら（2024）は、教育現場における教員

の授業設計業務にて、教育方法学の知見に基づいた文章を

生成するためのプロンプトを提案した上で、生成AIが科目

の学習目標を明確化するという教員の作業の支援について、

検証を通じてその可能性を考察した[9]。 

さらに LLMに関する応用的な技術である RAG関して、

そもそも RAGは Lewis ら(2020)の論文によって初めて登場

した概念で、パラメーターとして埋め込まれていない外部

知識を用いながら文章を生成する技術である[10]。外部の

データを参照することで従来の LLM で課題とされていた

生成文の幻覚（Hallucinations）を低減することに繋がるだ

けでなく、Adobe 製品に特化した QA システムを作成した

Suresh(2024)らのような分野特化型の生成 AI を普及させて

いくことにも繋がる[11]。 

LLM と RAG を用いて保育現場の指導計画の立案と作成

業務を支援するツールを作成するという本研究は、保育分

野に特化した LLM による AI ツールを作成した点、また

RAGにより既存サービスと比較して実際の文書や記録に基

づいた文章作成を行える点において新規性があると考える。 

3 提案ツール 

3.1 提案ツールの概要 

前章までで述べた通り、本研究では LLMや RAGを用い

て指導計画を生成するツールを作成する。なお、ここでの

指導計画は生後 1 歳未満の児童（以下、「乳児」）の月ご

との個別計画を対象とした。また指導計画の構成は「1．

月のねらい、2．先月末の子供の姿、3．活動内容、4. 保育

士が配慮すべき事項、5.重大事例の検索」とする。本研究

では指導計画の作成において、次の 2 つのタスクに分けて

検証を行った。 

 

タスク 1：対象の乳児の日々の個別記録を参考に次の月

の指導計画（構成 1-4）を作成する。 

 

タスク 2：過去の保育現場での重大事故や事故に至らな

かった（以下、「ヒヤリハット」）事例を参考に次の月の

指導計画（構成 5）を作成する。 

 

タスク 1では LLMのみを用いて、タスク 2では LLMと

RAGを用いてツールを作成した。またそれぞれのツール作

成においては、言語モデルは OpenAI社が提供する GPT-3.5 
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Turbo、開発にあたってはオープンソースのフレームワー

クである LangChainを使用した。 

3.2 タスク 1の詳細 

個別記録には対象の乳児に関わる日々の出来事や様子が

記録されており、通常、保育士が毎日記入するものである。

保育士が業務として月ごとの個別計画を作成する際は、対

象となる児童の個別記録を参照し、その月の出来事や乳児

の様子をまとめ、次の月の目標や具体的な活動を計画する

ことが最も想定される。これを踏まえ、本研究ではタスク

1における LLMへのプロンプトに個別記録を含ませること

とした。 

架空の乳児である C児の 5 月の個別記録の一部を以下図

1に示す。 

なおここでの個別記録は日付と記録内容を要素としたデ

ータベースに格納されており、入力時にリスト形式のテキ

ストデータとしてプロンプトに含められる。 

またタスク 1を実行するにあたって LLMを用いたツール

の概要図を以下図 2に示す。 

今回は図 1 にある個別記録のデータと次の図 3 に示すテ

ンプレートを用いて、LLMに 6月の指導計画の作成を指示

した。 

図 3内のテンプレートの文章での{question}には、ユーザ

の入力プロンプトと図 1 の個別記録のテキストデータが当

template = """ 

あなたは保育士で乳児の指導計画を作成するスペシャリスト

です。 

 

下記にする質問の構成は以下の通りです。 

＊＊質問の構成＊＊ 

（乳児の名前）の個別記録を参照して、次の月の指導計画を

作成してください。 

=== 

（日にち）：（乳児の出来事）  

#繰り返し 

＊＊＊＊ 

 

あなたは、質問にある個別記録を基に「月のねらい」、「先

月末の子供の姿」、「活動内容」の 3つを作成します。 

月のねらい：個別記録に記載されている先月末の出来事を

もとに、次の月の目標を立てる。箇条書きで 4つ作成する。 

先月末の子供の姿：個別記録に記載されている先月末の出

来事をもとに、1 カ月の出来事をまとめる。実際の出来事を引

用しつつ 100文字以上で作成する。 

活動内容：個別記録に記載されている先月末の出来事や月

のねらいをもとに、次の月の目標に対する具体的な活動目標

を立てる。箇条書きで 5つ以上作成する。 

保育士が配慮すべき事項: 上記の活動目標に対して、保育士

が健康面や安全面で注意すべき事項をまとめる。箇条書きで 3

つ作成する。 

 

＊＊アウトプットのテンプレート＊＊ 

1．月のねらい： 

2．先月末の子供の姿： 

3．活動内容： 

4．保育士が配慮すべき事項： 

＊＊＊＊ 

 

**質問文** 

{question} 

**** 

 

""" 

図 3 タスク 1において LLMに入力した 

テンプレート 

５月１日（水） 

登園時、保護者と離れる際に泣く姿があった。そして、ずり這

いで部屋の中を移動し、興味を持った玩具に向かって移動をし

ていた。 

 

５月２日（木） 

睡眠の時間が一定になってきた。後追いが盛んになり、保護

者、特に母親の後を追う姿が見られる。 

 

５月３日（金） 

「頂戴」と保育者が C児の持っているものに対して言うと、渡

す姿があった。また、指さしの意味が分かり、保育者の指さし

をしたものの方向を見ることができるようになった。 

 

・・（中略）・・ 

 

５月２８日（火） 

戸外に出ることを喜んでいた。外遊びではブルーシートの上に

座り、外の空気に触れる心地よさを感じている姿があった。 

 

５月２９日（水） 

新しい玩具に興味を示し、探索的な行動が活発になっている。

睡眠のリズムも安定してきている様子がある。 

 

５月３０日（木） 

音が鳴る玩具を気に入り、繰り返し使用し遊ぶ姿がある。

時々、保育者の膝の上に行き、安心感を得る。 

 

５月３１日（金） 

外遊びの際に、花や草を渡すと、握ったり、ちぎったりして遊

ぶ姿があった。 

図 1 架空の乳児である C児の個別記録 

（一部省略、筆者作成） 

図 2 タスク 1における作成ツールの概要図

（[12].Figure 1を基に筆者作成） 
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てはめられ、まとめて LLM への質問文となる。なお今回

の入力プロンプトは「C 児の個別記録を参照して、次の月

の指導計画を作成してください。」としている。 

3.3 タスク 2の詳細 

保育の現場において、保育士が計画段階から実際に起こ

った事故や事故の危険があった事例を把握し予防の意識を

持つことは非常に重要である。今回はタスク 2 を実行する

上で、参考資料として株式会社日本経済研究所がとりまと

めた重大事故防止対策に関わる調査研究の報告書[13]と、

子ども家庭庁が公表する子どもの事故防止を目的としたハ

ンドブック[14]の 2 つを採用した。これらの資料には重大

事故やヒヤリハットの事例、また保育士が注意すべき点に

関する情報が多く記載されている。 

またタスク 2を実行するにあたって LLMと RAGを用い

たツールの概要図を以下図 4に示す。 

またタスク 2 における出力までの手順は次の通りである。 

 

手順 1. 2 つの参考資料を読み込み、テキスト部分のみを

抽出して文章を 1つにまとめる。 

 

手順 2. 文章を 500文字ごとに区切り、区切った文字列を 

OpenAI Embedding APIを使用してベクトル化し、データベ

ースに保存する。なお今回は保存先として ChromaDB を用

いた。 

 

手順 3. ユーザがプロンプトを入力する。 

 

手順 4. プロンプトからベクトル類似度を用いてデータベ

ース内の類似の文字列を検索する。 

 

手順5. 検索結果とテンプレートとプロンプトを基にLLM

が文章を生成し、回答として出力する。 

 

RAGに入力したテンプレートとプロンプトは以下図 5の

通りである。template 内の{context}にはデータベースから

検索した類似の文字列が、また{question}にはユーザの入

力プロンプトが当てはめられ、まとめて LLM への質問文

となる。なお今回の入力プロンプトは「昼寝や午睡、睡眠

であった事故やヒヤリハットについて」としている。 

 

 

 

 

4 出力結果 

各タスクの出力結果を以下に示す。 

template = """ 

あなたは乳児の指導を行う保育士です。 

次のコンテクストと質問トピックに基づいて、該当するト

ピックにおける乳児の事故や危険のもととなり得るポイント

を、事例を交えつつ教えて下さい。 

コンテクスト：{context} 

質問トピック：{question} 

 

ただし、アウトプットの構成は以下の通りです。 

=== 

5. 重大事例の検索： 

（#質問トピック）に対しては、以下の様な危険と事例が

あります。 

-事故や危険の事例 

-事前の予防策と保育士が注意すべき点 

  #これを 2つ出力する。 

=== 

 

""" 

 図 5 タスク 2において LLMに入力したテンプ

レート 

図 4 タスク 2における作成ツールの概要図

（[12].Figure 1を基に筆者作成） 

1. 月のねらい： 

- はいはいの上達を促進し、安定した歩行を目指す。 

- 他者への関心を高め、コミュニケーション能力を発展させ

る。 

- 離乳食の食べ物の種類を増やし、食事の楽しさを感じる。 

- 外遊びを通じて自然と触れ合い、感性を豊かにする。 

 

2. 先月末の子供の姿： 

C児は 5月末までにはいはいや伝い歩きが上達し、探索活動

が盛んになりました。他者への関心も高まり、保育者や他の

子どもたちとの関わりを楽しんでいます。離乳食にはまだ苦

手意識がありますが、食事の楽しさを感じるようになってき

ました。 

 

3. 活動内容： 

- はいはいや伝い歩きを促進するための遊びを提供する。 

- 他の子どもたちとの関わりを増やすためのグループ遊びを

取り入れる。 

- 離乳食の食材を多様化し、食べる楽しさを感じさせる。 

- 戸外遊びを通じて自然と触れ合い、感性を刺激する。 

- 音の出る玩具を活用し、聴覚を刺激する。 

 

4. 保育士が配慮すべき事項： 

- はいはいや伝い歩きの際に周囲の安全を確保する。 

- 離乳食の際に食べ物の大きさや硬さに注意する。 

- 戸外遊び時に日焼けやけがのリスクを考慮し、適切な対策

を講じる。  

図 6 タスク 1の出力結果 
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タスク 1 の出力結果（図 6）を見ると、形式面ではテン

プレートで指定した構成や文章の文字数、箇条書きの個数

の通りに出力されていることがわかる。また内容面におい

ても、先月末の出来事のまとめ（構成 2）として「はいは

い」といった行動や他者との関わり、食事面など個別記録

の内容に沿って広く言及できている。さらに、それに基づ

いた目標の策定（構成 1）と具体的な活動内容と目標（構

成 3）、また保育士が注意すべき事項（構成 4）が対応して

出力されており、全体として整合性の取れた指導計画にな

っているといえる。 

次にタスク 2 の出力結果（図 7）を見ると、形式面では

テンプレートで指定した構成や箇条書きの個数の通りに出

力されていることがわかる。内容面においても、図 6 にお

ける構成 4 の内容と図 7 の内容を比較すると、同じ配慮事

項でもその具体性には大きな差がある。LLM単体で出力さ

れた「4. 保育士が配慮すべき事項」の内容は全体のトピッ

クには沿うものの、より一般的な内容に留まる。これに対

してRAGを併せて用いた出力である「5. 重大事例の検索」

の内容は、参考資料に掲載されている具体的な実例をもと

に文章を作成しているため、保育士にとってより参考にし

やすい内容になるであろう。 

またこれらのタスクは個別記録や RAG の参考データ、

テンプレート等によって出力の形式や内容が変化するため、

各園の方針や形式に沿った柔軟な利用も期待できる。 

5 おわりに 

本研究では保育現場における保育士の指導計画の立案、

作成の業務に着目し、LLM や RAG を用いて乳児の月の指

導計画を生成するツールを作成した。本研究で提示したツ

ールは、日々の個別記録から次の月の達成目標等を生成す

る。さらに特定のトピックを入力することで関連する実際

に起こった事故やヒヤリハットの事例とその対応策を生成

する。これらの機能は保育士の作業効率の向上及び業務負

担の軽減に寄与できると考える。 

今後の展望として、本研究で作成したツールや出力結果

が指導計画として適切であるかの評価が必要である。具体

的には保育士による定性的な評価や、保育現場における実

際の個別記録や指導計画を使用した文章の類似度の測定と

いった定量的な評価等が想定される。 

本研究をはじめとした保育分野での LLMや RAGなど生

成 AIの活用に関する研究が、今後の保育 DXの実現に貢献

していくことを強く期待したい。 
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5. 重大事例の検索： 

昼寝や午睡、睡眠であった事故やヒヤリハットに対して

は、以下の様な危険と事例があります。 

- 事故や危険の事例： 

1. １歳児が昼寝中に少量の嘔吐をしている状況に気付かれ

なかった。 

2. ２歳児が午睡中に熱性痙攣を起こした。 

 

- 事前の予防策と保育士が注意すべき点： 

1. 昼寝中や午睡中に子どもたちの呼吸や体調を定期的に確

認することが重要です。 

2. 熱性痙攣などの緊急事態に備え、保育士は救急救命講習

を受講し、適切な対応ができるようにしておく必要がありま

す。 

図 7：タスク 2の出力結果 
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